
用語及び明記の説明

警告 守らないと、火災や重症を負うことがあります。
注意 守らないと、火災や重症を負うことがあります。怪我をしたり家財に損害を与えることがあります。

「禁止」　「してはいけません。」
「遵守」　「指示通りしてください。」

警告

注意

雨水槽　RTN型 取扱説明書

特に注意していただきたいこと

本製品は滅菌装置を備えておりません。飲用
へは絶対に用いないでください。

健康を損なう恐れがあります。

河川や湖沼の水を流入させないでくださ
い。

水質が悪化し機器類の故障につながります。

●ご使用前にこの説明書をよく読んで正しくご使用ください
●本書は、必要な時にすぐに取り出せるところに大切に保管してください。
　また紛失された時は当社までご請求ください。
●転居時に残される場合は、本書を次の入居者に必ずお渡しください。

お客様に事故のないように安全にお使いいただくための注意事項を挙げております。
ご使用前に、よくお読みのうえ、正しくお使いください。
この説明書は、以下のように注意事項を区分しており、各々意味があります。

槽本体に乗ったり、衝撃を与えたりしないでくだ
さい。

思わぬ事故が生ずる恐れがあります。

マンホールは必要な時以外、開けないでく
ださい。

思わぬ事故が生ずる恐れがあります。

屋根、雨樋は定期的に清掃してください。
（半年一回以上）

落葉等が溜まると配管詰り、水質悪化につながります。

流入部ストレーナーは定期的に清掃してく
ださい。（年一回以上）

ゴミが溜まると配管詰り、水質悪化につながります。

ポンプの取水口は定期的に行ってください。

ゴミが溜まると配管詰り、水質悪化につながります。

槽内にゴミ、薬品、異物を入れないでくだ
さい。

機器類の破損につながります。

ポンプの電源を切らないでください。

送水が止まります。電源は交流100Ｖを使用してください。

電源プラグはガタツキの無いよう確実に差
込み、埃等のないようにしてください。

感電・発火の恐れがあります

ポンプを分解したり改造したりしないでくださ
い。

発火や火災の原因になります。

ポンプの電源は必ず防水コンセントにして
ください。

感電・発火の恐れがあります



（B、A、Ｆ型とも寸法は共通です。）

Ｂ型 散水用。本体のみの基本的な構造です。送水用の加圧ポンプも別途となります。
A型 散水用。雨水が枯渇した際の水道水切換装置（自動）を備えています。
Ｆ型 散水、洗車、トイレ洗浄水用。濾過材、ばっ気装置、水道水切替装置（自動）を

備えています。
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雨水槽のしくみ・名称・機能

①屋根に降雨した雨水は雨
樋をへて、雨水槽に流入しま
す。

②流入した雨水は槽内のロ
材によってろ過されます。（Ｆ
型）
槽内で沈殿分離作用により
雨水中のゴミや浮遊物が分
離されます。

③処理された雨水は槽内に
貯留されます。
長期間の貯留による雨水の
腐敗を防止する為、槽内に空
気を送り込む　装置も選択可
能です。（Ｆ型）

④雨水槽内に貯留した雨水
は送水ポンプにより家庭の各
機器類に送水されます。

⑤槽内の雨水が枯渇してい
る場合は自動的に水道水に
よる送水に切り　替わります
（A,F型）
再び槽内に雨水が貯留する
と雨水での送水に切り替える
システムです。

雨水槽は各家庭の雨樋から屋根に降った雨水を採取しトイレ洗浄水や散水等に有効に再利
用する為のシステムです。
ご使用の際は、処理能力や機能を発揮する為に雨水槽についてよくご理解のうえ、本書の注
意事項にしたがって正しく使用してください。

雨水槽寸法

ロ材

水道水タンク

フロート

切替弁

雨水流入管
オーバーフ
ロー排水管

雨水槽のしくみ

雨水槽の仕様



ご使用の際

槽本体の周辺

屋根
雨樋

頻度 内容
6ヶ月毎 清掃、ゴミ除去
6ヶ月毎 清掃、ゴミ除去

ストレーナー
槽本体

ポンプ給水部

箇所 箇所
水道水タンク
ボールタップ
送水ポンプ

３ヶ月毎
３ヶ月毎

1ヶ月毎 清掃
各機器類

1ヶ月毎 粗ゴミ除去
6ヶ月毎 清掃、ﾄﾞﾚﾝ抜き 1ヶ月毎

内容
清掃
清掃

点検、呼水補給
清掃

頻度
３ヶ月毎

使用上の注意事項

本製品は滅菌装置を備えておりません。飲用
へは絶対に用いないでください。

健康を損なう恐れがあります。

河川や湖沼の水を流入させないでくださ
い。

水質が悪化し、機器類の故障につながります。

各部の定期的なメンテナンスを行ってください。

これを怠りますと機能を発揮できなかったり故障の原因と
なります。下表に従いメンテナンスを行ってください。

ポンプやブロワを分解しないでください。

故障の原因となったり、発火の恐れがありま
す

槽本体、機器類周辺にものを置いたり建物を
設けたりしないでください。

メンテナンスの妨げになります。

槽本体の上にものを置かないでください。

事故の恐れがあります。

槽内に薬品や異物を入れないでください。

機能が悪化します。機器類の故障の原因となりま
す。

上に載ったり衝撃を与えたりしないでくださ
い

事故の恐れがあります。

雨水槽メンテナンスリスト

故障かな？と思ったら






